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23年度 24年度 25年度 126,128 126,128 175,117 175,117

1 総
まちづくり手法
の調査、研究

利便性、快適性、安全
性、防災性等の視点から
まちづくりを研究し、今
後のまちづくり計画に活
用する。

市民及
び事業

者

定
例
定
型

まちづくり
手法等の調
査、研究

調査・研究 調査・研究 調査・研究 120
調査・研

究

会議の参加や関係機
関との調整等適切に
事務を執行し、成果
が出ている。

Ａ 220 未 高 高 高
現状維

持
なし

維
持

1
まちづくり手法
の調査、研究

まちづくり研
究会・研修会
の開催

研究会・研修
会の開催回数
(年間）

３回 ３回 120
まちづくり研
究会・研修会
の開催

研究会・研修
会の開催回数
(年間）

３回 220
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

1
まちづくり手法
の調査、研究

研修会・協議
会等への参加

研修会・協議
会等への参加
回数
(年間）

３回 ３回
研修会・協議
会等への参加

研修会・協議
会等への参加
回数
(年間）

３回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

2 総

ツインシティ整
備・東海道新幹
線新駅設置促進
事業

東海道新幹線新駅設置を
実現する。

東海道
新幹線
利用者

政
策

広報活動回
数

５回 ５回 ５回 180 ５回
会議等への積極的な
参加により成果が出
ている。

Ａ 180

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
維
持

2

ツインシティ整
備・東海道新幹
線新駅設置促進
事業

東海道新幹線
新駅設置促進
期成同盟会へ
の参画

期成同盟会会
議への参加回
数
(年間）

３回 ３回 180

東海道新幹線
新駅設置促進
期成同盟会へ
の参画

期成同盟会会
議への参加回
数
(年間）

３回 180

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

2

ツインシティ整
備・東海道新幹
線新駅設置促進
事業

要望活動、
フォーラム開
催、イベント
等普及啓発活
動

広報活動参加
回数
(年間）

５回 ５回

要望活動、
フォーラム開
催、イベント
等普及啓発活
動

広報活動参加
回数
(年間）

５回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

2

ツインシティ整
備・東海道新幹
線新駅設置促進
事業

経済効果推計
会議への参画

会議への参画
回数（年間）

１回 ０回
経済効果推計
会議への参画

会議への参画
回数（年間）

１回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

3 総
JR東海道本線の
貨物線旅客線化
の促進

鉄道輸送をその効率性だけでな
く、高齢化社会にふさわしく環境
にもやさしい交通手段を位置づ
け、JR東海道本線の輸送力増強
を促進するため、湘南新宿ライ
ナー及び湘南ライナーの増発によ
る本格的な貨物線の旅客線化を実
現する。

市民及
び鉄道
利用者

政
策

要望回数
１回 １回 １回

20 1回
鉄道輸送力増強等に
むけ関係機関への要
望活動を行った。

Ａ 20

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
維
持

3

JR東海道本線の
貨物線旅客線化
の促進

関係機関（鉄
道事業者）へ
の要望活動

関係機関への
要望活動(年
間）

１回
１１月

１回
１１月

20

関係機関（鉄道事
業者）への要望活
動
＊№6 20千円
（再掲）

関係機関への
要望活動(年
間）

１回
１１月

20

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

4 総
JR相模線の各私
鉄との相互乗り
入れ要請

相模鉄道の相模線への乗入
れや、相模鉄道いずみ野線
延伸を関係機関に要請し、
本市北部のまちづくりに寄
与する

市民及
び鉄道
利用者

政
策

要望回数 １回 １回 １回 1回
鉄道輸送力増強等に
むけ関係機関への要
望活動を行った。

Ａ
業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
維
持

4

JR相模線の各私
鉄との相互乗り
入れ要請

関係機関（鉄道事
業者）への要望活
動
＊№3 20千円
（再掲）

関係機関への
要望活動(年
間）

１回
１１月

１回
１１月

関係機関（鉄道事
業者）への要望活
動
＊№6 20千円
（再掲）

関係機関への
要望活動(年
間）

１回
１１月

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

5 総
JR茅ヶ崎駅ホー
ムの拡幅要請

JR茅ヶ崎駅ホームの拡幅
を関係機関に要請し、公
共交通施設の充実を図る

市民及
び鉄道
利用者

政
策

要望回数 １回 １回 １回 1回
鉄道輸送力増強等に
むけ関係機関への要
望活動を行った。

Ａ
業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
維
持

5
JR茅ヶ崎駅ホー
ムの拡幅要請

関係機関（鉄道事
業者）への要望活
動
＊№3 20千円
（再掲）

関係機関への
要望活動(年
間）

１回
１１月

１回
１１月

関係機関（鉄道事
業者）への要望活
動
＊№6 20千円
（再掲）

関係機関への
要望活動(年
間）

１回
１１月

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

6 総
（仮称）西久保
駅の設置要請

茅ヶ崎駅に集中する道路
交通の一部を鉄道に振り
分け、駅周辺の交通混雑
解消を目的とする。

新駅利
用者及
び周辺
住民

政
策

要望回数 １回 １回 １回 １回
鉄道輸送力増強等に
むけ関係機関への要
望活動を行った。

Ａ
業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
維
持

6
（仮称）西久保
駅の設置要請

関係機関（鉄道事
業者）への要望活
動
＊№3 20千円
（再掲）

要望活動の回
数(年間）

１回
１１月

１回
１１月

関係機関（鉄
道事業者）へ
の要望活動

要望活動の回
数(年間）

１回
１１月

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

7 総
JR相模線の複線
化の整備推進

相模線複線化の早期実現

市民及
び相模
線利用

者

政
策

要望活動 １回 １回 １回 100 １回
相模線複線化の実現
に向け、要望活動を
行った。

Ａ 100

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
維
持

7
JR相模線の複線
化の整備推進

相模線複線化
等促進期成同
盟会への参画

期成同盟会会
議への参加回
数
(年間）

１１回 １１回 100
相模線複線化
等促進期成同
盟会への参画

期成同盟会会
議への参加回
数
(年間）

１１回 100

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

都市政策課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

住みやすく住み続けたいまちをつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

都市政策課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称
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都市政策課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

住みやすく住み続けたいまちをつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

都市政策課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称

7
JR相模線の複線
化の整備推進

関係機関（JR
東日本等）へ
の要望活動

関係機関への
要望活動(年
間）

１回
８月

１回
８月

関係機関（JR
東日本等）へ
の要望活動

関係機関への
要望活動(年
間）

１回
８月

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

7
JR相模線の複線
化の整備推進

　

相模線複線化
等促進のため
の啓発活動な
ど

相模線沿線ハ
イキングへの
参加

１回
１０月

１回
１０月

相模線複線化
等促進のため
の啓発活動な
ど

相模線沿線ハ
イキングへの
参加

１回
１０月

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

7
JR相模線の複線
化の整備推進

沿線地域の将
来需要、輸送
力向上の必要
性等検討

将来の相模線
あり方検討会
の参加回数

２回 ２回

沿線地域の将
来需要、輸送
力向上の必要
性等検討

将来の相模線
あり方検討会
の参加回数

３回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

7
JR相模線の複線
化の整備推進

相模線整備構
想や駅周辺交
通改善方策の
策定にむけた
検討

相模線活性化
研究会への参
加回数

２回 ２回

相模線整備構
想や駅周辺交
通改善方策の
策定にむけた
検討

相模線活性化
研究会への参
加回数

３回

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし

予
算
な
し

8 総
JR相模線北茅ヶ
崎駅整備事業

駅のバリアフリー化や自
由通路の設置、橋上化な
どの整備を行い、駅の安
全性・利便性の向上を図
る。

市民及
び相模
線利用

者

政
策

事業の進捗
状況

基礎調査 基礎調査 基礎調査 基礎調査
北茅ヶ崎駅整備にむ
け、JRとの勉強会
を行った。

Ａ
業
務
計
画

未 高 高 高 拡大
増
や
す

8
JR相模線北茅ヶ
崎駅整備事業

JR等との調
整、検討等

関係機関との
打合せ

５回 ５回
JR等との調
整、検討等

関係機関との
打合せ

５回

業
務
計
画

不
可

必
要

可
不
可

有 有り 24 調査設計の実施
増
や
す

9 総
東海道線ホーム
の調査設計

駅利用者の安全性と利便
性向上を図るため、JR
茅ヶ崎駅東海道線ホーム
拡幅にむけた調査及び概
算工事費の算定を行う。

市民及
び駅利
用者

政
策

調査設計 ３月 13,356

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持

予
算
な
し

9
東海道線ホーム
の調査設計

ＪＲとの協定
締結、調査設
計の実施

調査設計 ３月 13,356

業
務
計
画

不
可

必
要

可
不
可

無 なし

予
算
な
し

10 総
住環境整備事業
の調査、研究

市街地の再開発、住宅地区
の環境整備、密集市街地の
整備、マンション建て替え
の円滑化等に関する総合的
な調査研究及び事業の推進
を図ることにより良好な住
環境を整備する。

市民及
び住宅
需用者

政
策

住宅政策の
方向性の明
確化

調査・研究 調査・研究 調査・研究 4,903
調査・研

究

協議会には目標どお
り参加している。ま
た、調査については
予定どおり実施し、
成果が出ている。

Ａ 4,922

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持

10
住環境整備事業
の調査、研究

県住環境整備
事業推進協議
会への参画

推進協議会へ
の参加回数
(年間）

３回 ３回 20
県住環境整備
事業推進協議
会への参画

推進協議会へ
の参加回数
(年間）

３回 20

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

10
住環境整備事業
の調査、研究

住宅実態基礎
調査業務委託
（賃貸集合住
宅、分譲マン
ション調査
等）

委託完了期限 ３月まで ３月 4,883

住宅実態基礎
調査業務委託
（高齢者等ヒ
アリング調査
等）

委託完了期限 ３月 4,902

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
維
持

10
住環境整備事業
の調査、研究

住宅政策に関
する調整及び
調査・研究

研修会・研究
会への参加
(年間）

３回 ３回
住宅政策に関
する調整及び
調査・研究

研修会・研究
会への参加
(年間）

３回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

11 総
中心市街地活性
化事業

市民・商業者・行政連携
のもと、中心市街地の活
性化を図る。

中心市
街地商
業者等
及び庁
内関係

課

政
策

中心市街地
の方向性の
明確化

調査・研究 調査・研究 調査・研究
調査・研
究

活性化に係るハード
面の整備について進
行管理を行った。

Ａ
業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持

予
算
な
し

11
中心市街地活性
化事業

計画推進のた
めの庶務

計画推進のた
めの庶務遂行
率

１００％ １００％
計画推進のた
めの庶務

計画推進のた
めの庶務遂行
率

１００％

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

11
中心市街地活性
化事業

庁内調整
庁内調整会議
の開催回数
(年間）

２回 ２回 庁内調整
庁内調整会議
の開催回数
(年間）

２回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

12 総
都市マスタープ
ランの進行管
理、見直し

社会経済情勢の変化に的
確に対応した、本市の将
来像を明確にすることに
より、まちづくりの多様
な主体に本市のあり方、
らしさを提示する。

市民・
事業者
及び来
街者

定
例
定
型

都市マスへ
の貢献度

進行管理 進行管理 進行管理 256 進行管理
確認委員会を開催
し、市民目線による
進行管理を行った。

Ａ 598

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
維
持

12

都市マスタープ
ランの進行管
理、見直し

計画遂行のた
めの庶務

計画遂行のた
めの庶務遂行
率

１００％ １００％ 0
計画遂行のた
めの庶務

計画遂行のた
めの庶務遂行
率

１００％ 20

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持



業務棚卸評価シート 3/6

23年度 24年度 25年度 126,128 126,128 175,117 175,117

都市政策課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

住みやすく住み続けたいまちをつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

都市政策課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称

12

都市マスタープ
ランの進行管
理、見直し

庁内調整
庁内各課への
ヒアリング
(年間）

１回 １回 庁内調整
庁内各課への
ヒアリング
(年間）

１回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

12

都市マスタープ
ランの進行管
理、見直し

都市マスター
プランの進行
管理

確認委員会の
運営

６回 ５回 256
都市マスター
プランの進行
管理

確認委員会の
運営

６回 578

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
維
持

13 総
都市防災推進事
業

現状における本市の災害危
険度等を的確に分析し、情
報として提供することによ
り、自然災害から市民の生
命・財産を守り、災害に強
いまちづくりの実現を図
る。

市民
政
策

都市防災の
推進

都市防災の
推進

都市防災の
推進

都市防災の
推進

3,001
都市防災
の推進

地域住民と協働で
ワークショップを実
施した。

Ａ 6,700

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大
増
や
す

13
都市防災推進事
業

都市防災に関
する研修会へ
の参加

研修会・研究
会への参加
(年間）

２回 ２回
都市防災に関
する研修会へ
の参加

研修会・研究
会への参加
(年間）

２回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

13
都市防災推進事
業

都市防災調査
等業務委託
（ワーク
ショップ等支
援）

委託完了期限 ３月まで ３月 2,730

都市防災調査
等業務委託
（ワーク
ショップ等支
援）

委託完了期限 ３月 6,390

業
務
計
画

不
可

必
要

済 済 無 なし
増
や
す

13
都市防災推進事
業

防災都市づく
りワーク
ショップ等支
援

ワークショッ
プ等の実施回
数

３回 ４回 271

地域主体の防
災都市づくり
ワークショッ
プ仕組み検討

ワークショッ
プ等の実施回
数

１回 310

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
維
持

13
都市防災推進事
業

　 庁内調整
関係課との協
議回数（年
間）

５回 ５回 庁内調整
関係課との協
議回数（年
間）

５回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

14 総
液状化予測図作
成事業

現行の250ｍメッシュで整理
されている液状化予測図の精
度を５０ｍに高め、液状化の
リスクを詳細に把握し、液状
化の危険性を周知するととも
に、市として取り組むべき必
要性の高い対応策を検討する
ための基礎資料とする。

市民
政
策

液状化予測
図作成

３月 10,000

業
務
計
画

未 高 高 高 終了

予
算
な
し

14
液状化予測図作
成事業

液状化予測図
作成業務委託

委託完了期限 ３月 10,000

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

有 有り 25
№13都市防災推進
事業に統合

予
算
な
し

15 総
バリアフリー基
本構想策定

公共交通機関を利用した
移動の円滑化を図るた
め、バリアフリー新法に
基づく基本構想の策定、
特定事業計画の作成にむ
け、調査研究をすすめ
る。

新駅利
用者及
び周辺
住民

政
策

策定委員会
の設置及び
開催回数

４回
基本構想策定にむ
け、研修会の参加等
の準備を行った。

Ａ
業
務
計
画

未 高 高 高 拡大
増
や
す

15
バリアフリー基
本構想策定

基本構想策定
にむけた調査
研究

調査期限 ３月まで ３月まで 調査研究 調査期限 ３月

業
務
計
画

不
可

必
要

可
不
可

無 有り 25
事業の一部について
民間委託が可能

増
や
す

16 総
市内主要幹線道
路等交通量調査

３か年毎に主要幹線道路
の主な交差点において計
測し、本市のあらゆる交
通関係業務等に活用す
る。

市民及
び事業

者

定
例
定
型

交通量調査 １回
交通量調
査

関係各課への台帳貸
与等調査結果の活用
が図れた。

Ａ 8,000

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持

減
ら
す

16
市内主要幹線道
路等交通量調査

調査結果の活用
（３年ごとに調査
実施）＊次回は
24年度実施予定

庁内関係課へ
の情報提供

１回 １回

市内主要幹線道路
等の交通量調査
（３年ごとに調査
実施）

交通量調査 １回 8,000

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし

３年に１度の調査の
ため予算減。次回は
２７年度に調査実施
予定。

減
ら
す

17 総
（仮称）茅ヶ崎
市地域公共交通
会議の推進

道路運送法に基づく会議
を設置し、地域の実情に
即したバス運行体系等に
ついて協議し、公共交通
の推進を図る。

市民及
び来街

者

政
策

地域公共交
通会議の開
催回数

１回 ２回 ２回 3,224 １回

地域公共交通会議を
設置、会議を開催
し、市内公共交通の
あり方を協議した。

Ｂ 3,570

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
維
持

17

（仮称）茅ヶ崎
市地域公共交通
会議の推進

道路運送法に
基づく地域公
共交通会議の
設置

（仮称）茅ヶ
崎市地域公共
交通会議の設
置

１０月ま
で

２月

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし

予
算
な
し

17

（仮称）茅ヶ崎
市地域公共交通
会議の推進

地域公共交通
会議等支援業
務委託

委託完了期限
１０月ま
で

３月 3,203
地域公共交通
会議等支援業
務委託

委託完了期限 ３月 3,300

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
維
持

17

（仮称）茅ヶ崎
市地域公共交通
会議の推進

地域公共交通
会議等の開催

会議開催回数 ４回 １回 21
地域公共交通
会議等の開催

会議開催回数 ２回 270

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
維
持
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23年度 24年度 25年度 126,128 126,128 175,117 175,117

都市政策課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

住みやすく住み続けたいまちをつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

都市政策課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称

17

（仮称）茅ヶ崎
市地域公共交通
会議の推進

関係機関（神
奈中等）への
要望

関係機関（神
奈中等）への
要望（年間）

２回 ２回
関係機関（神
奈中等）への
要望

関係機関（神
奈中等）への
要望（年間）

２回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

18 総

茅ヶ崎市乗合交
通整備計画推進
事業（ノンス
テップバス導入
促進）

バス事業者に対し新規購
入車のノンステップ化を
要請し、人に優しい公共
交通の整備を推進する

市民及
びバス
利用者

政
策

ノンステッ
プバス累計
台数

２８台 ２９台 ３０台 1,766
累計２８
台

ノンステップバスを
１台導入した。 Ａ 1,900

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大
増
や
す

18

茅ヶ崎市乗合交
通整備計画推進
事業（ノンス
テップバス導入
促進）

バス事業者へ
の要望活動

バス事業者へ
の要望活動
(年間）

１回 １回
バス事業者へ
の要望活動

バス事業者へ
の要望活動
(年間）

１回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

18

茅ヶ崎市乗合交
通整備計画推進
事業（ノンス
テップバス導入
促進）

ノンステップ
バス導入補助

ノンステップ
バス導入台数

１台 １台 1,766
ノンステップ
バス導入補助

ノンステップ
バス導入台数

１台 1,900

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 有り 25
32年度迄に車両の
70％をノンステッ
プバスにする

増
や
す

19 総
コミュニティバ
ス運行事業

公共交通の空白・不便地区に
おける市民の移動の利便性を
向上させるとともに、高齢
者、障害者等の移動に制約あ
る人達の日常生活上の移動を
支援する。

市民及
びバス
利用者

政
策

コミュニ
ティバス利
用者数

３７０，０
００人

４１０，０
００人

４５５，０
００人

108,915
40102

3人

前年度より利用者数
が増加し、適切な運
行管理を行った。

Ａ 114,211

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
維
持

19
コミュニティバ
ス運行事業

コミュニティ
バス運行に関
する協定の締
結

協定の締結期
限

23.4.1 23.4.1 40

コミュニティ
バス運行に関
する協定の締
結

協定の締結期
限

24.4.1

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

19
コミュニティバ
ス運行事業

コミュニティ
バスの周知普
及

利用者の利便
性のためのパ
ンフレット等
作成達成度

21,000
部

15,000
部

824
コミュニティ
バスの周知普
及

利用者の利便
性のためのパ
ンフレット等
作成達成度

30,000
部

1,250

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

19
コミュニティバ
ス運行事業

コミュニティ
バスの円滑な
運行のための
事務

コミュニティ
バス待避所の
ための土地賃
貸借契約期限

23.4.1 23.4.1 361

コミュニティ
バスの円滑な
運行のための
事務

コミュニティ
バス待避所の
ための土地賃
貸借契約期限

24.4.1 470

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

19
コミュニティバ
ス運行事業

バス停等施設
管理

保守・点検実
施バス停の数

225箇所
（全路
線）

224箇所
（全路
線）

74
バス停等施設
管理

保守・点検実
施バス停の数

224箇所
（全路
線）

269

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

19
コミュニティバ
ス運行事業

コミュニティ
バス車体広告
募集事務

広告募集枠の
数

39枠（3
枠×13
台）

39枠（3
枠×13
台）

コミュニティ
バス車体広告
募集事務

広告募集枠の
数

39枠（3
枠×13
台）

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

19
コミュニティバ
ス運行事業

コミュニティ
バス広告作成
委託の発注

発注委託をし
た箇所数

39箇所
（3枠×
13台）

27箇所 479
コミュニティ
バス広告作成
委託の発注

発注委託をし
た箇所数

39箇所
（3枠×
13台）

592

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

19
コミュニティバ
ス運行事業

運行改善のた
めの打合せ関
係機関等との
協議等

回数 １０回 １０回

運行改善のた
めの打合せ関
係機関等との
協議等

回数 １０回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

19
コミュニティバ
ス運行事業

運行改善に伴
う施設整備委
託業務

委託完了期限 ３月まで ３月まで
運行改善に伴
う施設整備委
託業務

委託完了期限 ３月 2,629

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

19
コミュニティバ
ス運行事業

コミュニティ
バスの利用促
進等

利用促進のた
めのイベント
の開催回数

２回 ２回
コミュニティ
バスの利用促
進等

利用促進のた
めのイベント
の開催回数

２回 533

業
務
計
画

済
必
要

済 済 無 なし
維
持

19
コミュニティバ
ス運行事業

中海岸南湖循
環市立病院線
運行経費調整

負担金の支払
い
期限

１０月
３月

１０月
３月

22,516
中海岸南湖循
環市立病院線
運行経費調整

負担金の支払
い
期限

１０月
３月

23,883

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

19
コミュニティバ
ス運行事業

中海岸南湖循
環市立病院線
の利用者数向
上のための各
種取組

利用者数(年
間)

240,00
0人

238,08
2人

中海岸南湖循
環市立病院線
の利用者数向
上のための各
種取組

利用者数(年
間)

240,00
0人

業
務
計
画

不
可

必
要

済 済 無 なし

予
算
な
し

19
コミュニティバ
ス運行事業

北部循環市立
病院線運行経
費調整

負担金の支払
い
期限

１０月
３月

１０月
３月

23,753
北部循環市立
病院線運行経
費調整

負担金の支払
い
期限

１０月
３月

28,727

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 有り 25

新たな交通システム
（デマンド等）での
運行開始に伴い民間
活用が可能

維
持



業務棚卸評価シート 5/6

23年度 24年度 25年度 126,128 126,128 175,117 175,117

都市政策課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

住みやすく住み続けたいまちをつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

都市政策課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称

19
コミュニティバ
ス運行事業

北部循環市立
病院線の利用
者数向上のた
めの各種取組

利用者数(年
間)

56,000
人

41,690
人

北部循環市立
病院線の利用
者数向上のた
めの各種取組

利用者数(年
間)

42,000
人

業
務
計
画

不
可

必
要

済 済 無 なし

予
算
な
し

19
コミュニティバ
ス運行事業

鶴嶺循環市立
病院線運行経
費調整

負担金の支払
い
期限

１０月
３月

１０月
３月

32,948
鶴嶺循環市立
病院線運行経
費調整

負担金の支払
い
期限

１０月
３月

31,658

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

19
コミュニティバ
ス運行事業

鶴嶺循環市立
病院線の利用
者数向上のた
めの各種取組

利用者数(年
間)

31,000
人

60,732
人

鶴嶺循環市立
病院線の利用
者数向上のた
めの各種取組

利用者数(年
間)

64,000
人

業
務
計
画

不
可

必
要

済 済 無 なし

予
算
な
し

19
コミュニティバ
ス運行事業

鶴嶺循環市立
病院線運行経
費調整

負担金の支払
い
期限

１０月
３月

１０月
３月

25,550
鶴嶺循環市立
病院線運行経
費調整

負担金の支払
い
期限

１０月
３月

24,200

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

19
コミュニティバ
ス運行事業

東部循環市立
病院線の利用
者数向上のた
めの各種取組

利用者数(年
間)

43,000
人

60,519
人

東部循環市立
病院線の利用
者数向上のた
めの各種取組

利用者数(年
間)

64,000
人

業
務
計
画

不
可

必
要

済 済 無 なし

予
算
な
し

19
コミュニティバ
ス運行事業

コミュニティ
バス展示に係
る改造、基礎
工事

車輌展示 ３月 ３月 2,370

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

予
算
な
し

20 総
ちがさき自転車
プラン推進事業

渋滞の緩和、子供・障害者・高齢
者の移動制約の解消、環境負荷の
低減を実現するため、人を優先し
車を減らすため自転車が利用しや
すいまちを目指す。『ちがさき自
転車プラン』に掲げた「自転車の
まち　茅ヶ崎」を実現化する。

市民・
自転車
利用者
及び来
街者

政
策

連絡協議会
の開催回数

２回 ２回 ２回 2,108 ２回

市民等との協働によ
り、自転車利用促進
等の取り組みを行っ
た。

Ａ 6,650

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大
増
や
す

20
ちがさき自転車
プラン推進事業

計画推進のた
めの庶務

計画推進のた
めの庶務遂行
率

１００％ １００％ 506
計画推進のた
めの庶務

計画推進のた
めの庶務遂行
率

１００％ 858

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
維
持

20
ちがさき自転車
プラン推進事業

計画の推進に
向けた庁内各
部局及び関係
機関との施策
調整

庁内会議、推
進連絡協議会
等の開催回数
(年間）

４回 ４回 3

計画の推進に
向けた庁内各
部局及び関係
機関との施策
調整

庁内会議、推
進連絡協議会
等の開催回数
(年間）

４回 9

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
維
持

20
ちがさき自転車
プラン推進事業

市民及び行政
の合議制計画
実施機関であ
るアクション
22において計
画を実施

アクション
22の会議開
催回数(年
間）

１２回 １５回 24

市民及び行政
の合議制計画
実施機関であ
るアクション
22において計
画を実施

アクション
22の会議開
催回数(年
間）

１２回 18

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
維
持

20
ちがさき自転車
プラン推進事業

アクション22
及び関係団体
との協働事業
を実施

協働事業実施
回数

４回 ６回

アクション22
及び関係団体
との協働事業
を実施

協働事業実施
回数

２回

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし

予
算
な
し

20
ちがさき自転車
プラン推進事業

自転車プラン
推進業務委託
（自転車プラ
ン推進業務支
援外）

委託完了期限 ３月まで ３月 1,575

自転車プラン
推進業務委託
（自転車プラ
ン推進業務支
援外）

委託完了期限 ３月 5,765

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
増
や
す

20
ちがさき自転車
プラン推進事業

レンタサイク
ル導入可能性
について関係
機関との調整

調整期限 ３月まで ７月

レンタサイク
ル導入可能性
について関係
機関との調整

調整期限 ３月

業
務
計
画

不
可

不
要

可
不
可

無 なし

予
算
な
し

20
ちがさき自転車
プラン推進事業

２５年度プラ
ン改定のため
の準備作業

調整期限 ３月

業
務
計
画

不
可

必
要

可
不
可

無 なし 25
２５年度ちがさき自
転車プラン改定

増
や
す

21 総

ちがさき自転車
プラン推進事業
（サイクルアン
ドバスライド）

自家用車から公共交通へ
の転換を図るため、自転
車からバスへ乗換を円滑
にすることにより公共交
通利用者数の増を図りま
す。

市民
（自家
用車利
用者）

政
策

サイクルア
ンドバスラ
イド新規設
置

調査 調査 調査
１箇所設

置
浜見平地区へ１箇所
新規に設置した。 Ａ

業
務
計
画

未 高 高 高 拡大
増
や
す

21

ちがさき自転車
プラン推進事業
（サイクルアン
ドバスライド）

サイクルアン
ドバスライド
のための施設
管理及び効果
検証

施設保守・点
検及び効果検
証箇所数(年
間）

５箇所 ５箇所

サイクルアン
ドバスライド
のための施設
管理及び効果
検証

施設保守・点
検及び効果検
証箇所数(年
間）

６箇所

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし

予
算
な
し

21

ちがさき自転車
プラン推進事業
（サイクルアン
ドバスライド）

サイクルアン
ドバスライド
のための施設
新設

１箇所新設 ３月まで １２月

サイクルアン
ドバスライド
新規設置箇所
検討

設置箇所検討 ３月まで

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
増
や
す
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23年度 24年度 25年度 126,128 126,128 175,117 175,117

都市政策課

目標値

②
ニ
ー

ズ

手法の
変更の
有無

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

今後の事業展開

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

必要性予算内訳（千円）

改善の内容活動

業務
計画

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

23年度
の取組
に対す
る分析

事業の改善提案

住みやすく住み続けたいまちをつくる

目標値

活動ごとの
決算額

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

活動量・サービス量
②
直
営
の

必
要
性

①
人
件
費
減

活動
③
成
果

実績値

都市政策課

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

課かい名

基礎情報

施策目標

指標・目標

名称
事務事業の
目的・成果

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

目標値
改善
時期
（年
度）

④
市
民
協
働

活動量・サービス量の達成状況
⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

事業の
方向性

実績

活動

活動指標の名称

活動

平成２４年度計画
平成２３年度評価

事後評価

事業の指
標の達成

状況

活動指標の名称

22 総

ちがさき自転車
プラン推進事業
（自転車走行環
境調査）

市内自転車走行環境の向上のため
県が設置する自転車走行レーンに
ついて協力するとともに将来の自
転車走行環境ネットワーク化の検
討を進めます。

市民
政
策

事業の進捗
状況

整備のあり
方、ネット
ワーク検討

整備のあり
方、ネット
ワーク検討

整備のあり
方、ネット
ワーク検討

検討
走行環境のあり方に
ついて、調査研究を
行った。

Ａ 2,500

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
維
持

22

ちがさき自転車
プラン推進事業
（自転車走行環
境調査）

走行環境整備
のあり方検討

関係機関との
打合せ

２回 １回
法定外路面標
示の検討、設
置

路面表示 １箇所 2,500

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
維
持

22

ちがさき自転車
プラン推進事業
（自転車走行環
境調査）

自転車走行環
境調査の実施

調査の期限 ３月まで ３月
自転車走行環
境整備の調
査、研究

調査の期限 ３月

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
事務の一部について
民間委託が可能

予
算
な
し

888 総
災害応急対策活
動

本市域に、地震動・津波等に伴う
諸現象による同時多発的災害が発
生した場合に、被害を軽減し、応
急対策活動を課として迅速的確に
対処する。

全市民
等

888
災害応急対策活
動

課の災害応急対策
活動マニュアルの
検証及び見直し等
(毎年）

マニュアルの
検証及び見直
し期限

４月 ４月

課の災害応急対策
活動マニュアルの
検証及び見直し等
(毎年）

マニュアルの
検証及び見直
し期限

４月

888
災害応急対策活
動

　

公共交通の被害状
況調査のとりまと
め及び被害状況の
把握（災害等発生
時）

公共交通の被
害状況の把握

発災から
1日

発災から
1日

公共交通の被害状
況調査のとりまと
め及び被害状況の
把握（災害等発生
時）

公共交通の被
害状況の把握

発災から
1日

888
災害応急対策活
動

災害時相互応援協
定に基づく協定先
との連絡調整

連絡調整 年１回 年１回
災害時相互応援協
定に基づく協定先
との連絡調整

連絡調整 年１回

888
災害応急対策活
動

　
災害時相互応援協
定に基づく応援要
請（災害発生時）

神奈川中央交
通（株）

随時 随時
災害時相互応援協
定に基づく応援要
請（災害発生時）

神奈川中央交
通（株）

随時

888 総 庁内共通事務

定
型
定
例

1,535 1,535 2,190 2,190


